
物理学Ｆレポート解答（１０月１４日出題分）
■問題１ 以下のことに注意しながらクーロンの法則を用いて電場を求めればよい．

1. 電場の強さの大小関係がわかれば良いので，係数 1/(4πε0)は無視する．
2. 点Ｂ，Ｃ，Ｄとただし，点電荷１，２は直線上に並んでいるので電場がベクトルで表現され
ることは忘れてよい．

3. 点Ｂ，Ｃでは，点電荷１，２の作る電場の向きは同じなので，電場は強め合う．
4. 点Ｄでは，点電荷１，２の作る電場の向きは逆なので，電場は弱めあう
5. 点Ａでは下図に示す通り，電場の和をとると電場の強さはそれぞれの点電荷が点Ａに作る電
場の強さの
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■問題２ 今度は 1/(4πε0)が大切．
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1[C]× 1[C]

(1[m])2
∼ 8.988× 109[N]

であるが，1Nは地表で 100gの物体にかかる重力の強さと大体同じなので，1010Nの力は非常に強
いと言える．日常の静電気等がそこまで強い力を及ぼさないのは，1Cもの電荷がたまることがまず
ないからである．
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